
 

私は今、関東大会への出場を大変うれしく思っていま

す。それは、今までの厳しい練習の成果が実ったからで

す。辛い練習に耐えてきて本当によかったと実感してい

ます。これから関東大会に向けてひたむきに練習に打ち

込むとともに、私自身もキャプテンとして仲間を引っ張

っていけるよう心身共に鍛えていきたいと思っていま

す。関東大会でも一人一人が持っている技や体力を出し

切って、優勝を目指して頑張りたいと思います。 

塩山高校相撲部は関東大会という大きな舞台に臨み

ますが、悔いを残さないように、一戦一戦全力で戦って

きたいと思います。 

（相撲部  ３年 小林 光輝） 

 
昨年度の１月に行われた関東選抜大会では、今回関東大

会へ出場する２名とも優勝することができました。しか

し、前回大会から５ヶ月が経ち、ライバル達も記録が伸び

てきていると思います。追いかけられる立場であるので、

追い抜かれないように更に練習に打ち込み、その成果を十

二分に発揮し、今大会も『優勝』を目標に試合に臨みたい

と思います。 

また、２週間後にはインターハイ予選が控えており、そ

して来月には全国大会もあります。それに向けて良いスタ

ートがきれるよう、関東大会では精一杯プレーしてきたい

と思います。 

（ウエイトリフティング部 ２年 前田 あすか 

２年 新川 百音） 

 

「精一杯プレーします！」 

「全力で戦います！」 

第 1弾 第 2弾 

商業研究部では、「地域に貢献したい」という思いから、地域に密着した様々な活動を行っています。そこで、その活動の一環を紹介します。 

 

○甲州市は、武田信玄公の墓

所のある恵林寺をはじめ武

田家にゆかりのある神社仏

閣が数多くあり、歴史と文

化に富んだ地域です。また、

自然の恵みを受けて多くの

農作物や果樹を栽培してい

る地域でもあります。この

素晴らしい甲州市の魅力を

多くの人にアピールするた

めに作りました。今年度末

に第３弾を発行予定です。 

その２ 甘草ＰＲ大作戦！企画書の提出            

○まず、甲州市が甘草による地域活

性化の取り組みを始めたことを伺

い、地域の方々とともに、甘草屋

敷に甘草の苗を植え込むお手伝い

から始めました。そして市の特産品

開発の取り組みに向けて、商業研究

部でも商品アイディアやキャラク

ター製作を行い、企画書を提出しま

した。少しでもお役に立てるよう、

これからも商品開発など積極的に

提案していきたいと思います。 

 

○地域行事である『およっちょい祭』

『神金フェスタ』で、地域の特産物

を使ったワイン豚バーガーとブド

ウジャムサンドを販売しました。ま

た神金フェスタにはボランティア

としても参加し、地域の方々と協力

して特産品を販売したり、多くの

方々と触れあえたこと、自分たちの

活動がお役に立てたことに大きな

喜びを感じることができました。こ

れからも様々な活動を通じて塩山

地域のＰＲをしていきたいです。 

 

昨年度末、３月２０日～２２日に３回目となる被災地復興支援活動

を行ってきました。この活動に参加した雨宮麻喜さんは「もう３年も

経っているし、きっと多くのボランティアの人が行っているだろうか

ら、役に立つのかな？」と行く前は思っていたそうですが、清掃活動

を行った菖蒲田浜や大川小学校跡地、南三陸町防災庁舎を見て、「復興

というにはまだまだ遠い。」と感じたそうです。一方、今回の活動が２

回目だという湖中愛永さんは、「ガレキの山がなくなったり、トンネル

が整備されたり少しずつではあるけれど復興に向かっていることに喜

びを感じました。」と言っていました。 

小林由美さんは「聞くだけではなく、実際に行ってみないとわから

ないことがたくさんあります。現在、ボランティア数は減っており、

世間でも震災のことを口にする人も少なくなってきていますが、私た

ちにできることはまだまだたくさんあります。一人でも多くの人にこ

の活動に参加して、東北を元気にしていく手助けをして欲しいと思い

ます。」と語っていました。 

 また望月志穂さんは「何気ない日常がとても幸せであることに気付

きました。周囲へ感謝しながら生きていきたいです。」と話してくれま

した。 

一回の活動ではやりきれないことがたくさんあると思いますが、回

数を重ねることによって大きな活動へとつながっていくと思います。

塩山高校はこれからも東北を応援していきたいと思います。 

 

 

これからも東北を応援します。 

－被災地のボランティア活動－ 

きらりと光るアスリートたち 


